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皆
様
方
の
真
心
か
ら
の
ご
支
援
に
よ
り

議
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
過
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
不
肖
私
が
議
員
の
皆
様
方
よ
り
議

長
職
へ
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
は
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
会
運
営
を
通
し
て
町
政
発
展
へ
と
懸
命

に
努
力
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、

少
子
高
齢
化
、
格
差
、
福
祉
・
教
育
・
産

業
、
安
全
・
安
心
等
、
山
積
す
る
諸
問
題

に
対
し
て
、
い
か
な
る
時
代
背
景
が
あ
ろ

う
と｢

議
会
は
言
論
の
府｣

と
し
て
の
役

割
を
果
す
こ
と
に
よ
り
、
論
戦
の
な
か
で

決
定
さ
れ
た｢

民
意｣

は
絶
対
的
に
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
執
行
部
と

は
車
の
両
輪
、｢

付
か
ず
離
れ
ず｣

｢

是
々

非
々｣

を
も
っ
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

宇
多
津
町
発
展
に
全
身
全
霊
を
も
っ
て
努

力
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
皆
様

方
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

趣
味

読
書
・
音
楽
鑑
賞

好
き
な
言
葉

リ
ー
ダ
ー
は
奉
仕
者
た
れ
！

抱
負

い
ま
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
利
権
・

不
正
と
は
キ
ッ
パ
リ
対
決

趣
味

読
書

好
き
な
言
葉

初
志
貫
徹

抱
負

わ
が
町
の
恵
ま
れ
た
地
勢
を
活
か

し
た
将
来
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
よ

り
多
く
の
住
民
が
誇
り
に
思
え
る
町
づ

く
り
に
、
微
力
な
が
ら
尽
く
し
た
い
。

趣
味

香
川
二
期
会
合
唱
団
常
任
指
揮
者

好
き
な
言
葉

継
続
は
力
な
り

抱
負

｢

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
宇
多
津
の
未
来

に
若
さ
と
行
動
力
で
持
て
る
力
の
全
て

を
投
入
し
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

趣
味

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・
ゴ
ル
フ

好
き
な
言
葉

誠
心
誠
意

抱
負

皆
様
と
一
緒
に｢

心
豊
か
に
生
活

で
き
、
夢
を
持
て
る
宇
多
津
町｣

を
実

現
す
る
た
め
に
、
日
々
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

趣
味

歴
史
探
訪
・
テ
ニ
ス

好
き
な
言
葉

終
始
一
誠
意

2

青
木

義
勝
議
長

井
原

猛
雄
議
員

藍
川
佳
津
樹
議
員

谷
川

俊
博
議
員

大
松
喜
次
郎
議
員

�
委
員
会
構
成

就任のごあいさつ

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

総
務
民
生
常
任
委
員
会

◎
谷
川

俊
博

○
池
田

弘
昌

平
田

弘
次

大
松
喜
次
郎

青
木

義
勝

建
設
教
育
常
任
委
員
会

◎
香
川

虎
生

○
藍
川
佳
津
樹

宮
本�西

本

弘
子

井
原

猛
雄

議
会
運
営
委
員
会

◎
池
田

弘
昌

○
大
松
喜
次
郎

谷
川

俊
博

藍
川
佳
津
樹

井
原

猛
雄�
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日
頃
よ
り
、
町
議
会
の
運
営
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
度
は
、
副
議
長
と
い
う
大
任
を
仰

せ
つ
か
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
は

議
長
の
補
佐
役
と
し
て
誠
心
誠
意
、
議
会

の
円
滑
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
宇
多
津
町
も
厳
し
い
状
況
の
中
に

あ
っ
て
、
町
当
局
と
議
会
が
一
丸
と
な
り

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
も
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
町
の
発
展
の
た
め
に
積
極
的
に
提

案
を
行
な
い
、｢

元
気
あ
ふ
れ
る
宇
多
津
町｣

を
目
指
す
所
存
で
す
。
ま
た
、
女
性
の
代

表
と
い
う
責
任
の
重
さ
も
感
じ
て
お
り
ま

す
の
で
、
き
め
細
か
な
施
策
を
提
案
し
、

人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

趣
味

旅
行

好
き
な
言
葉

朝
の
来
な
い
夜
は
な
い

抱
負

住
み
た
く
な
る
町
、
訪
れ
た
く
な

る
町
を
目
指
し
て
、
心
豊
か
に
く
ら
し

て
い
け
る
町
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

趣
味

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ゴ
ル
フ

好
き
な
言
葉

念
ず
れ
ば
花
開
く

抱
負

｢

宇
多
津
教
育
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン｣

の
実
施
に
向
け
て
一
翼
を
担
っ
て
い
き

た
い
。

趣
味

映
画
鑑
賞

好
き
な
言
葉

日
々
邁
進

抱
負子

供
た
ち
の
夢･

未
来･

元
気
の
た
め
に

宇
多
津
町
の
夢･

未
来･

発
展
の
た
め
に

真
っ
直
ぐ
な
気
持
ち
で
、
一
所
懸
命
頑

張
り
ま
す
。

趣
味

温
泉
旅
行
・
レ
ー
ス
鳩

好
き
な
言
葉

為
せ
ば
成
る

抱
負

町
民
の
皆
様
が
宇
多
津
に
住
む
喜

び
を
も
っ
と
実
感
で
き
る
様
、
熱
意
と

情
熱
を
も
っ
て
働
き
ま
す
。

趣
味

海
釣
り
、
映
画
鑑
賞

好
き
な
言
葉

一
寸
先
は
光

3

西
本

弘
子
副
議
長

宮
本�
議
員

香
川

虎
生
議
員

平
田

弘
次
議
員

池
田

弘
昌
議
員

議
会
広
報
特
別
委
員
会

◎
香
川

虎
生

○
平
田

弘
次

宮
本�大

松
喜
次
郎

西
本

弘
子

本　会　議 

常任委員会 

議会運営委員会 

特 別 委 員 会  

総務民生常任委員会 

建設教育常任委員会 

議会広報特別委員会 

本
会
議
と
委
員
会
の
関
係
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第１回定例会

平
成
十
九
年
第
一
回
定
例
会
は
三
月
六
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま
で
開
催

さ
れ
、
議
案
二
十
九
件
、
請
願
一
件
、
そ
の
他
一
件
を
審
議
し
た
。
一
件

は
継
続
審
議
と
し
、
そ
の
他
は
す
べ
て
可
決
し
た
。
一
般
質
問
に
は
八
人

が
登
壇
し

｢

中
学
校
体
育
館
の
入
札
問
題｣

｢

町
の
活
性
化
に
ロ
ケ
地
誘

致｣
｢

暴
走
族
対
策｣

｢

新
学

期
か
ら
の
取
組
み｣

｢

鴨
田

川
の
改
修｣

｢

発
達
障
害
児

支
援
の
充
実｣

な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。
ま
た
町
長
よ
り
平
成
十

九
年
度
の
所
信
表
明
が
な
さ

れ
た
。

平成19年 第 １ 回 定 例 会

●
平
成
十
九
年
度
予
算

(

一
般
会
計
、
特
別
会
計
四
件
、
水
道
事
業
会
計)

を
可
決

●
平
成
十
八
年
度
補
正
予
算

(

一
般
会
計
、
特
別
会
計
四
件
、
水
道
事
業

会
計)

を
可
決

●
議
員
発
議

・
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
医
師
及
び
看
護
師
不
足
を
解
消
し
、
安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書

な
ど
他
四
件
を
可
決

主主 なな 内内 容容

平成19年 第１回定例会

熱心に聞き入る傍聴者
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既
成
市
街
地
整
備
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り

交
付
事
業
に
二
億
三
千
二
百
万
円

道
路
新
設
改
良
事
業
に
一
億
七
千
万
円

・
町
道
新
開
坂
下
西
線
新
設
工
事
に
四

千
万
円

・
町
道
宇
多
津
海
岸
線
舗
装
工
事
に
三

千
五
百
万
円

他
四
件

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
五
千
二
百

万
円

宇
多
津
小
学
校
で
の
耐
震
診
断
業
務
委

託
と
し
て
八
百
五
十
五
万
円
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既
報
の
通
り
、
中
学
校
体
育
館
工

事
の
落
札
率
は
98
・
８
％
と
、
ま

さ
に
神
業
的
と
も
、
行
政
と
業
者
の｢

あ
・

う
ん｣

の
呼
吸
の
賜
物
と
も
思
え
る
結
果

で
し
た
。
世
間
や
業
界
の
常
識
か
ら
考
え

て
も
談
合
疑
惑
は
そ
の
落
札
率
同
様
、
限

り
な
く
１
０
０
％
に
近
い
も
の
で
、�
血

税
を
喰
い
も
の
に
す
る
犯
罪�
と
の
非
難

は
免
れ
ま
せ
ん
。

12
月
議
会
で
の
入
札
制
度
改
革
を
求
め

る
井
原
議
員
の
追
及
に
も
宮
本
助
役
は

｢

設
計
金
額
を
ギ
リ
ギ
リ
低
く
見
切
っ
た
の

で
落
札
率
の
数
字
が
高
く
な
る｣

な
ど
と

疑
惑
解
明
に
背
を
向
け
、
ま
た｢

郵
便
入

札
は
事
務
が
わ
ず
ら
わ
し
い
。
電
子
入
札

は
年
間
１
０
０
件
程
度
な
の
で
必
要
な
い｣

と
答
弁
す
る
な
ど
、
全
国
的
な
談
合
防
止

入
札
制
度
改
革
の
流
れ
に
逆
行
す
る
態
度

を
示
し
ま
し
た
。

仮
に
中
学
校
体
育
館
工
事
で
85
％
の
落
札

率
で
あ
れ
ば
約
５
、０
０
０
万
円
、
80
％
で

あ
れ
ば
８
、０
０
０
万
円
の
町
費
が
節
減
で

き
ま
す
。
ゴ
ミ
の
手
数
料
３
、１
６
０
万
円
、

敬
老
祝
い
金
削
減
６
３
０
万
円
な
ど
一
挙

に
解
決
で
き
ま
す
。

宮
本
助
役

落
札
率
が
高
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

工
事
を
発
注
す
る
町
、
県
、
国
と
い
っ
た

機
関
ご
と
に
、
予
定
価
格
の
設
定
の
考
え

方
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
落
札
率
の
高
い

こ
と
、
あ
る
い
は
低
い
こ
と
の
み
を
も
っ

て
、
町
の
経
営
負
担
、
つ
ま
り
は
住
民
の

皆
様
の
負
担
が
大
き
い
小
さ
い
を
議
論
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
ご
提
案
の
あ
っ
た
電
子
入
札
、

郵
便
入
札
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
量
の
入

札
事
務
の
効
率
化
、
あ
る
い
は
費
用
対
効

果
等
も
考
慮
し
ま
す
と
、
導
入
の
必
要
性

は
少
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

入
札
契
約
制
度
の
改
善
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
指
名
競
争
入
札
を
基
本
と

し
つ
つ
も
、
一
般
競
争
入
札
の
利
点
を
取

り
入
れ
た
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
を
一

部
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

十
八
年
度
に
は
、
指
名
停
止
措
置
要
領
の

強
化
や
工
事
請
負
契
約
約
款
の
見
直
し
等

も
順
次
実
施
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、
よ

り
適
切
な
入
札
契
約
制
度
の
改
善
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

宇
多
津
臨
海
公
園
一
帯
の｢

恋
人

の
聖
地｣

や｢

み
な
と
オ
ア
シ
ス｣

ま
た
旧
町
内
の｢

町
家｣

を
町
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め
、｢

香
川
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン｣

を
活
用
し
て
、
映
画
や
テ
レ
ビ

の
ロ
ケ
誘
致
を
行
な
っ
て
は
ど
う
か
。

谷
川
町
長

活
性
化
の
た
め
に
非
常
に
大
事
な
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
臨
海
公
園
に

つ
い
て
、
道
の
駅
や｢

恋
人
の
聖
地｣

の

認
定
を
受
け
た
辺
り
を
、
着
実
に
人
が
訪

れ
る
場
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
ロ
ケ
誘
致

等
も
併
せ
、
色
々
な
方
々
が
活
用
、
来
町

し
て
頂
け
る
の
で
は
と
思
い
、
十
九
年
度

か
ら
臨
海
公
園
の
整
備
事
業
を
始
め
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
成

市
街
地
の
方
は
、
す
で
に
住
民
の
皆
様
の

参
加
を
得
て
委
員
会
を
開
催
し
、
生
活
者

の
視
点
で
歩
行
者
に
安
全
な
道
づ
く
り
か

ら
始
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
道
づ
く

り
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を

中
心
に
し
、
ま
ず
住
む
人
が
、
安
全
に
安

心
し
て
潤
い
あ
る
生
活
が
そ
こ
で
送
れ
る

こ
と
を
視
点
に
し
た
町
並
み
整
備
を
す
る

つ
も
り
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
映
画
や
ロ
ケ

地
と
し
て
活
用
頂
け
れ
ば
こ
の
上
な
い
こ

と
で
あ
り
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
提
携
し
た

宇
多
津
の
全
国
発
信
を
し
、
知
っ
て
頂
け

れ
ば
、
さ
ら
に
皆
様
の
町
へ
の
誇
り
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
提

案
を
十
分
に
考
え
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
ま

ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
を
皮
切

り
に
、
町
で
は
保
育
所
の
民
営
化
を
視
野

に
い
れ
て
い
る
と
伺
っ
た
が
、
障
害
児
の

受
け
入
れ
な
ど
の
対
策
は
大
丈
夫
か
。

亀
井
保
健
福
祉
課
長

現
在
、
民
営
化
に
つ
い
て
は
関
係
職
員

に
よ
り
検
討
し
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
、
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護
者
の

皆
様
の
不
安
、
危
惧
す
る
こ
と
の
内
容
を

整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、

障
害
の
あ
る
子
の
受
入
れ
を
行
う
こ
と
を

前
提
と
し
、
人
的
な
も
の
も
含
め
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
可
能
な
の
か
検
討
し
、
今

後
、
受
入
れ
に
ど
の
よ
う
な
方
策
や
手
立

て
が
必
要
な
の
か
を
調
査
し
て
い
く
予
定

で
す
。
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無
理
が
通
れ
ば
道
理
が
引
っ
こ
む｣

で

よ
い
の
か
！
入
札
制
度
の
改
革
も
と
め
て

中
学
校
体
育
館
入
札
問
題
の
追
及

井原猛雄議員

町
の
活
性
化
に
ロ
ケ
地

誘
致
を
！

西本弘子議員
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こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
り
、
各
地
で

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
は
、
暴
走
行
為
も
活
発
化
す

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
週
末
の
深
夜
を

中
心
に
み
ら
れ
る
暴
走
族
の
集
団
走
行
な

ど
、
町
民
の
安
全
な
通
行
を
著
し
く
阻
害

し
、
ま
た
、
周
辺
の
住
民
が
そ
の
騒
音
に

悩
む
な
ど
、
町
民
生
活
に
多
大
の
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
暴
走
族
に
よ

る
悪
質
な
行
為
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か

西
山
住
民
生
活
課
長

警
察
に
よ
り
ま
す
と
、
暴
走
族
の
Ｏ
Ｂ

が
週
末
に
新
都
市
周
辺
を
集
会
・
暴
走
を

し
て
い
る
状
況
で
す
。
町
と
し
て
は
臨
海

公
園
駐
車
場
の
夜
間
封
鎖
、
高
照
度
防
犯

灯
の
設
置
等
、
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
暴
走
族
対
策

に
お
い
て
は
、
取
り
締
ま
り
が
一
番
で
あ

り
、
町
と
し
て
は
防
犯
に
係
る
協
議
会
、

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
会
と
警
察
と

の
情
報
交
換
を
密
に
し
、
徹
底
し
た
取
り

締
ま
り
の
実
施
を
要
請
し
て
い
く
な
ど
、

よ
り
効
果
的
な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

子
供
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て

文
部
科
学
省
で
は
、
家
庭
、
地
域
、
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
子
供
の
居

場
所
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
参
り
ま

し
た
。
宇
多
津
町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
な
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
ま
た
、

近
年
、
共
働
き
等
の
家
庭
が
増
え
て
き
て
、

児
童
館
、
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
の
役

割
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
、
現

在
の
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
で
は
、
手
狭
に
な
っ

て
来
て
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の

か

谷
川
教
育
次
長

平
成
十
六
年
度
か
ら
放
課
後
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
週
一
〜
二
回
の
割
合
で
開
催
し
、

十
八
年
度
は
卓
球
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の

四
種
目
で
六
十
一
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、
既
存
の
施
設
で

は
手
狭
な
状
態
で
あ
り
ま
す
が
、
各
部
屋

の
有
効
活
用
や
活
動
内
容
を
検
討
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
護
者
の
要
望
に
応
え
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

北
小
学
校
の
児
童
数
増
加
に
対
す

る
教
室
の
対
応
は
。

障
害
児
増
に
対
し
て
も
対
応
は
出
来
て
い

る
の
か
。藤

原
学
校
教
育
課
長

宇
多
津
教
育
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成

し
て
お
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
教
育
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

一
年
生
四
ク
ラ
ス
、
二
年
生
三
ク
ラ
ス
、

三
年
生
、
四
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
四
ク
ラ
ス
、

五
年
生
、
六
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
三
ク
ラ
ス
、

合
計
二
十
一
ク
ラ
ス
と
予
想
し
て
お
り
、

三
ク
ラ
ス
の
余
裕
教
室
を
持
っ
て
い
ま
す
。

人
口
統
計
資
料
で
は
、
数
年
先
ま
で
最
大

二
十
四
ク
ラ
ス
で
普
通
教
室
が
確
保
で
き

る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

障
害
児
増
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
九
年
度
の
学
級
数
は
三
ク
ラ
ス
と

予
想
し
て
お
り
、
ク
ラ
ス
数
が
増
え
ま
す

と
普
通
学
級
が
不
足
し
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
の
場
合
に
は
、
宇
多
津
小
学
校
に
新

た
な
学
級
を
開
設
す
る
な
ど
し
て
、
普
通

学
級
の
問
題
と
一
緒
に
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

｢

学
童
保
育｣

に
つ
い
て

児
童
増
加
に
対
す
る
対
応
は
出
来
て
い

る
の
か
。
保
育
時
間
の
延
長
は
可
能
か
。

谷
川
教
育
次
長

新
年
度
に
は
児
童
が
増
加
し
指
導
員
三

名
で
は
負
担
が
危
惧
さ
れ
ま
す
が
、
現
体

制
で
安
全
面
に
配
慮
し
た
取
組
み
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
時
間
延
長

に
つ
い
て
は
、
規
則
改
正
を
行
い
、
現
在

の
午
後
五
時
半
か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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新
学
期
か
ら
の
新
し
い

取
り
組
み｣

は
？

香川虎生議員

暴
走
族
対
策
に
つ
い
て

谷川俊博議員
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鴨
田
川
の
改
修
の
必
要
が
叫
ば

れ
だ
し
て
、
か
な
り
長
い
年
月
が

経
ち
ま
す
。
こ
の
間
に
も
、
何
度
も
台
風

な
ど
で
近
隣
の
家
や
田
ん
ぼ
が
冠
水
し
た

こ
と
が
あ
り
、
田
畑
の
作
物
や
道
路
浸
水

に
よ
り
交
通
が
遮
断
さ
れ
た
り
家
屋
の
浸

水
に
よ
り
農
機
具
や
住
ん
で
い
る
住
居
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
り
、
衛
生
面
で
も

不
安
な
思
い
を
さ
れ
た
方
も
少
な
く
有
り

ま
せ
ん
。
ま
た
今
日
の
状
況
で
は
川
の
周

辺
も
調
整
区
域
が
見
直
さ
れ
、
水
田
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
に
も
開
発
が
進
み
家
屋
が
建
っ

て
き
ま
し
た
。
工
事
を
３
工
区
に
分
け
て

工
事
を
進
め
て
い
く
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
１
期
工
事
も
ま
だ
始
ま
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
か
お
聞
か
せ
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

早
い
機
会
に
県
と
も
相
談
し
、
関
係
者

だ
け
に
で
も
現
在
の
状
況
を
説
明
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

10
年
近
く
に
わ
た
り
、
工
事
が
滞
っ
て

い
る
問
題
点
を
明
確
に
し
、
今
後
の
計
画

を
地
権
者
に
理
解
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が

ま
ず
は
先
決
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

１
日
も
早
い
改
修
工
事
始
ま
る
こ
と
を

望
む
と
共
に
、
地
権
者
へ
の
説
明
を
早
急

に
お
願
い
し
ま
す
。

北
本
建
設
課
長

第
一
工
区
の
用
地
買
収
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
地
権
者
三
十
名
の
う
ち
十
八
名

の
方
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
第
一
工
区

の
下
流
側
を
重
点
的
に
用
地
買
収
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
建
物
補
償
を
含
む
地
権

者
が
多
く
、
年
に
一
、
二
件
の
契
約
し
か

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
次
に
、

地
権
者
へ
の
説
明
会
に
つ
い
て
の
ご
提
案

で
す
が
、
平
成
十
三
年
度
に
開
催
し
た
後

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
数
年
間
の
県

の
財
政
状
況
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す

の
で
、
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
県
と

相
談
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
、
特

別
支
援
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
ま

す
。
本
町
も
増
加
傾
向
に
あ
る｢

学
習
障

害
、
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害｣

の
子
ど

も
た
ち
へ
総
合
的
な
支
援
の
充
実
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
。

藤
原
学
校
教
育
課
長

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
に
つ
い

て
で
す
が
、
校
内
で
は
、
特
別
支
援
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
定
め
て
、
校
内
委
員
会

を
設
け
、
校
内
委
員
会
を
開
い
て
情
報
を

共
有
し
、
担
任
だ
け
に
任
せ
る
こ
と
な
く
、

職
員
全
員
の
教
育
の
も
と
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
軽
度
発
達
障
害
の
児

童
へ
の
支
援
の
た
め
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
も
行
う
予
定
で
す
。

｢

無
料
妊
婦
検
診｣

回
数
増
を
図
れ

妊
婦
検
診
は
、
妊
娠
か
ら
出
産

ま
で
14
回
程
度
の
受
診
が
望
ま
し
い
が
、

本
町
は
町
独
自
で
４
回
の
無
料
検
診
を
実

施
。
こ
の
程
、
国
も
少
子
化
対
策
と
し
て

無
料
妊
婦
検
診
を
５
回
程
度
受
診
で
き
る

よ
う
財
政
措
置
が
な
さ
れ
た
。
本
町
と
し

て
、
あ
と
１
〜
２
回
増
や
せ
な
い
の
か
。

亀
井
保
健
福
祉
課
長

平
成
十
九
年
度
地
方
財
政
措
置
で
、
総

額
に
お
い
て
拡
充
の
措
置
が
な
さ
れ
、
妊

婦
健
康
診
査
は
五
回
程
度
の
公
費
負
担
が

望
ま
し
い
と
い
う
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
自
治
体
の

実
状
に
応
じ
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
町
で
は
県
か
ら
の
補
助
金
が
打
ち
切
ら

れ
た
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
回
数
を
維
持
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
国
か
ら
の
具
体
的

な
支
援
策
な
ど
が
判
明
す
れ
ば
、
そ
の
時

点
で
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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発
達
障
害
児｣

支
援
の

充
実
を

青木義勝議員

鴨
田
川
の
改
修
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

池田弘昌議員
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毎年恒例の ｢子ども議会｣ が､ ２月13日に

町議会本会議場で行なわれました｡ 宇多津小

学校､ 宇多津北小学校､ 宇多津中学校から選

ばれた３名ずつの子ども議員が､ 議場に立ち

ました｡ 議長役､ 速記者は子どもたちでした

が､ 答弁側は本会議と同じように各課の担当

課長が並び､ 粛々と議会が執り行われました｡

また､ 町議会議員はいつもとは違い､ 傍聴者

席で議会の様子を見守りました｡

小学校からの提案

宇多津小学校の子どもたちから ｢ノーメ

ディアデイ｣ 設置の提案と､ 宇多津小学校

とユープラザやキッズプラザを結ぶ ｢町バ

ス｣ 運行の要望が出されました｡

北小学校からの条例設置提案

宇多津北小学校から ｢ポイ捨て禁止条例｣ の制定の提案が出されました｡ 特にタバコ､ 空

き缶のポイ捨て禁止や飼い犬の糞の回収についての条例設置の提案は､ 日頃から学校や児童会の

活動として ｢町内の清掃活動｣ に取り組んでいる子どもたちの率直な意見なのでしょう｡

中学校からの要望

宇多津中学校の生徒からは､ 町全体として

の ｢あいさつ運動｣ の展開､ 自然を学ぶ施

設設置や町のゴミ対策についての要望など､

本会議さながらの質問も寄せられました｡

最近は選挙のたびに､ 投票率の低さが問題

になりますが､ 子どもたちが小さいころから行

政を身近に感じ､ 大人になっても関心を持ち

続けてくれることを願わずにはいられません｡

子 ど も 議 会



▼
統
一
地
方
選
挙
が
終
わ
っ
た
。
宇

多
津
町
も
、
公
職
選
挙
法
制
定
後
か

ら
十
五
回
目
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
、

新
人
三
名
を
含
む
十
名
の
顔
ぶ
れ
が

揃
っ
た
。
全
国
的
に
投
票
率
の
低
下

が
心
配
さ
れ
る
中
、
宇
多
津
町
も
例

外
で
は
な
い
。
▼
以
前
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で｢

み
ん
な
に
あ
げ
る
な

選
挙
権
〜
投
票
に
行
か
な
い
理
由｣

と
い
う
コ
ラ
ム
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
、｢

一
票
の
重
さ｣

で
は
な
く｢

一
票
の
軽
さ｣

を
論
じ

て
い
た
。
こ
の
持
論
が
全
て
正
し
い

と
は
思
わ
な
い
が
、
こ
う
い
う
考
え

も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
次
回
の
た

め
に
も
知
る
価
値
は
あ
る
。
▼
と
に

も
か
く
に
も
選
挙
は
終
わ
っ
た
。
し

か
し
、
我
々
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
。
町
民
一
人

ひ
と
り
の
幸
せ
感
を
よ
り
膨
ら
ま
せ

て
い
く
た
め
の｢

し
あ
わ
せ
率｣

の

向
上
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。
▼
引

き
続
き
、
宇
多
津
町
議
会
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
し
ま
す
。

(

Ｋ
・
Ｈ)
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この冊子は再生紙を使用しています

青空の下､ 宇多津小学校と宇多津北小学校

の運動会が５月19日に行われました｡

一年生にとっては入学以来､ 初めての大き

な行事に少し緊張したと思いますが､ 練習の

成果はしっかりでていました｡ また､ クラス

替えのあった学年は､ クラスがひとつになる

のにいいチャンスだった事でしょう｡ これか

らも､ クラス､ 学校が仲良くひとつにまとま

り､ 宇多津の子供たちは諦めずに最後までが

んばりぬく心も育てと願う｡

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議

長

青
木

義
勝

委
員
長

香
川

虎
生

副
委
員
長

平
田

弘
次

委

員

宮
本�大松喜次郎西本弘子
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�月
１日 議会運営委員会

２日 全員協議会

６日 第１回定例会開会

８日 一般質問

９日 合同委員会

12日 合同委員会

13日 総務民生委員会

14日 総務民生委員会

15日 建設教育委員会

19日 定例会閉会

議員総会

３日 議員総会

25日 議員懇談会

�月
�月
６日 議員総会

19日 議会運営委員会

��
宇多津北小学校運動会

開かれた議会を目指して
宇多津町議会では､ 議会活性化のために､

様々な取組みをしています｡

● 定例議員総会 (毎月第１火曜日)
● 『議会だより』の作成･発行(年４回)
● 日曜議会・夜間議会などの開催
● 各委員会による調査・研究など

ご意見等は議会へ
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１日 臨時議会

８日 議員総会

31日 議会運営委員会

�月


